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Fast Neutron Flux Distribution in UTR-B 

By Katsuichi NAKAMURA， Hiroshi T ANAKA 
and Takeo NIW A. 

τhe knowledge of the fast neutron flux distribution in UTR-B had been required 
on the reactor experiments especially irradeation of various matters. 

We measured fast neutron flux distribution in the fuel tank and in the reflector 
of UTR-B by means of the threshold reaction of phospher. The resu1t was compared 
to the thermal neutron flux distribution and to the calucrated fast neutron flux distri-
bution. 

s. S. 7， S. S.10， S. S.12， M. S. 3， M. S. 4， C. Sの

各ストリンガーについて行った。各ストリンガーは，

Fig.2 !ζ示す HoleNo.1， No.3， No.4， No.5の

各4個所づ、つについて測定した。

又燃料タンク内では Fig.31<::示す×印で示した場

所の上下方向の中央部で測定を行った。測定個所は計

48個所である。

日

UTR-Bの速中性子東分布は照射実験等の応用面か

ら，その測定値を知るととが望まれていた。先の熱中

性子束分布の測定に次いで，今回燃料タンク内及び反

射体の速中性子束分布について， リンの Threshold

反応を用いて速中性子束分布を測定し，熱中性子束分

布の測定値及び速中性子束分布の理論値等との比較を

も行ってみた。

緒

検出器には，メタリン酸カノレシウムの粉末を使用し

た。

天然に存在するリンは100必p31である。乙のp31!ζ 

中性子を照射すると，約2Mev以上のものは (n，p) 

反応を行い Splになる。 Si31は月崩壊して安定な p31

となる。乙の際p31は熱中性子による (n，γ)反応で

p32を生じ， p32はやはり戸崩壊して S32となる。計

数値は両者の半減期 (SPl; 2.62hr， p32 ; 14. 3d)の

相違を利用して分離を行い， Si31の放射能を求める。

なおこの (n，p)反応の平均の吸収断面積は 31.4 

mbを用いた。又測定に使用した，メタリン酸カルシ

ウム中のリンの割合は31~ちである。
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l量量;三重量i
Element NO. N-6 N-5 N-4 N-3 N-2 N-l 

Fig. 3 Measured positon in north fuel 

tank 
印日よ
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Hole NO.3 
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Fig.4 Arrangent of sample holder 
吋
白

M

よ
を差引いて， Si31のみの減衰線を引き，時間 01L:補外

して照射直後の計数率を求めた。

測定結果は乙の他，照射時間，パックグラウンドカ

ウント，自己吸収等の補正を行った。自己吸収係数は

実験により求めた (Fig.5)。試料による速中性子束の

低下の効果は，実験の結果，試料 0.3g程度ではほと

んどなかった。

なお測定においては常に反射体中心における値をも

測定し，原子炉出力をモニターし，測定値を規格化し

た。

Hole No.5 。

Fig. 2 Sample hole of stringer 

結果及び考察

測定結果を Fig.7以下に示す。 Fig.T-.. ....，Fig.15は

反射体内の各ストリンガーにおける上下方向の分布，

Fig.16は内部反射体内における東西方向の分布，

Fig.17は燃料タンク内の東西方向の分布， Fig.18は原

子炉中央における南北方向の反射体内及び燃料タンク

内の分布を示す。以上が UTR-Bにおける速中性子東

分布の測定結果であるが，これを熱中性子束と比較し

て検討して見ると，乙れよりNeutronのThermalize

の値はタンク外側に近づくに従い大きな値を示してい

る (Fig.19)。 乙れは主に反射体の影響によるものと

思われる。

なお速中性子束分布を実験値と理論値を比較したも

のを Fig.20に示す。 これは二群拡散理論により?
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実験は先ず，メタリン酸カノレシウムの粉末を円形の

ポりエチレン容器(内径18mm，高さ4mm，厚さ O.7 

mm)に約0.3gづ、つ入れ，先に示した測定場所で，各

3時間づっ，出力 0.1wの炉で照射を行った。

測定器には 2π ガスフローカウンターを用い，ガ

スは PRガスを使用し，電圧2700vの戸線計数領域で

測定した。 2π カウンターの SplのP線エネノレギー(

1. 74 Mev)における計数効率は 41~ちであった。乙れ

はCalif，Hazleton， Nucler Science Corporation 

のβ線用標準線源， Bi210， Pa234， C14等を使用して求

めた。

‘試料は，各10分間づっ計数を行い， 4，-.....，50時間減衰

を追った。乙の減衰曲線より，先づ p32 (半減期 14.3

日〉の接線を引き， (Spl十 P32) の減衰曲線から ζれ
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IBM-650 により計算した Relativeな値と

の比較であるがよく一致している。
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